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12月1日、くまもと県民交流館パレアにおいて、「農

業環境技術公開セミナー in熊本」を熊本県と共催で

開催しました。このセミナーは、都道府県と当研究所

の相互理解や協力関係を深め、農業環境研究を広く一

般に紹介することを目的として、一昨年の福島県、昨

年の滋賀県に続いて開催したものです。

九州地域では、ここ数年、夏期の高温による玄米の

品質低下が大きな問題となっており、地球温暖化の進

行による水稲への影響が懸念されていることから、こ

のセミナーでは「地球温暖化に立ち向かう新たな稲作

と水田管理」をテーマに、当研究所から「気候変動が

コメ生産に及ぼす影響」、「水田からのメタンの発生を

抑える水管理」、熊本県農業研究センターから、「熊本

県下の水稲に及ぼす気候温暖化・変動とその対策技

術」、「熊本県における水田及び露地畑からの温室効果

ガスの発生とその低減技術」、そして、（独）農研機構九

州沖縄農業研究センターからは、「高温障害によるコ

メの品質低下の実態と対策」に関する研究成果が紹介

されました。また、隣接する会議室では、当研究所と

熊本県農業研究センター、九州沖縄農業研究センター

から、最新の研究成果のポスター展示も行いました。

当日は天候にも恵まれ、県内外から155人の参加者

がありました。講演会に参加した一般の方から、現場

にとって十分活用でき有意義だったなど、この取組を

評価する声をいただいており、今後、この様なセミナー

を積極的に開催したいと考えています。

（連携推進室長　鳥谷 均）
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「食の安全を求めて　～農場から食卓まで～」
プロジェクト「生産・流通・加工工程における体系的な危害要因の特性解明とリスク低減技術の開発」中間成果発表会

農業環境技術公開セミナー in 熊本
地球温暖化に立ち向かう新たな稲作と水田管理

わが国の食品安全行政では、リスク分析の考え方

を導入して、農畜水産物の安全確保に努めています。

農林水産省から委託を受けているこのプロジェクトで

は、重金属や残留性有機汚染物質（POPs）、かび毒、

病原微生物など、農畜水産物において重要度が高い

危害要因について、生産から流通加工までの工程を通

して、科学的なデータ整備や解析、リスク低減のため

の技術を開発しています。

そこで、これまで得られた知見を紹介し、今後の

研究方向について議論する場として、11月5日（金）、

つくば国際会議場において標記中間成果発表会を、農

林水産技術会議事務局、（独）農業・食品産業技術研

究機構、（独）水産総合研究センターとの共催で開催

しました。午前中は、豊橋技術科学大学の三枝正彦特

任教授による「土壌科学と有害化学物質」と、千葉大

学の松田友義教授による「食品安全確保におけるGAP

の役割」の基調講演が行われました。午後には、ミニ

講演が9題、ポスター発表が38題ありました。また、

エゴチャット（スライドショーに解説をコンピュータ

の音声でつけたもの）も注目を浴びていました。参加

者数は、プロジェクト関係者以外に、行政、国公立試

験研究機関、独法、大学、民間、一般、報道など、合

わせて390名でした。

（有機化学物質研究領域長　與語 靖洋）

松田友義教授三枝正彦教授 会場の様子
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